
令和２年１２月１８日 

内閣府沖縄担当部局 

１．事業の概要 

  沖縄県及び北部市町村の要望に基づき、産業の振興、定住条件の整備に

資する事業を実施。 

２．今回配分の状況（国費ベース） 

（参考）前回までの配分（９月３０日） 

と合算した配分合計 

◇非公共事業 ３４．２９億円

◇公共事業  ２６．１９億円 

※詳細は別添資料のとおり

（参 考） 

＜予算計上＞ 

○沖縄北部連携促進特別振興事業費（非公共事業）  令和２年度予算額３４.５億円 

・補助率：８／１０ 

＜今回の配分の考え方＞ 

○沖縄県の均衡ある発展を図る観点から北部地域の振興に資する事業に対し配分する。 

○配分対象の事業は、北部１２市町村から北部地域の振興に資するものとして要望されたもの。 

＊問合せ先＊ 

政策統括官（沖縄政策担当）付 

（担当 苧坂、中原） 

電話 ０３－６２５７－１６９３ 

FAX  ０３－３５８１－９７６１ 

令和２年度北部振興事業の実施について（第５回） 

非 公 共 事 業 

継続 ５ 事業 

今回配分額 ６．４億 円 



資 料 

令和２年度に実施する振興事業について 
 

令和２年１２月１８日 

【非公共事業】 

テーマ： 産業の振興 

〔継続〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和２年度事業費 

（う ち 国 費） 

 やんばる３村観光連携推進事業 

（東部周遊拠点施設整備） 

（国頭村） 

平成２９年度 

～ 

令和２年度 

  ４２７百万円 

 （３４１百万円） 

沖縄北部への観光客は、本部半島を中心に増加傾向にあるが、西海岸に偏在しており、

東海岸を含めた周遊ルートの構築、滞在時間の拡大が課題となっている。 

世界自然遺産登録への取組が行われている中、東海岸に、観光客が気軽に立ち寄れる、

自然とのふれあいや特産品販売などを行う施設を整備し、観光客の周遊、滞在、消費の 

促進を図る。 

 

（担当省庁） 

 内閣府 
 

〔継続〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和２年度事業費 

（う ち 国 費） 

 本部半島・伊江島エリア観光促進事業

（古宇利島観光拠点施設整備） 

（今帰仁村） 

平成３０年度 

～ 

令和２年度 

５８百万円 

（４６百万円） 

今帰仁村の古宇利島は、平成17年の古宇利大橋、平成22年のワルミ大橋開通により、

海洋博公園からのアクセスが各段に向上し、橋上から見る海の景観などによって観光客

の人気が高まり、現在では海洋博公園に次ぐ重要な観光地の一つとなっている。 

古宇利島の入口に位置する既存の狭あいな「ふれあい広場」周辺を整備し、観光客の

受け入れ体制の強化を図り、北部周遊観光の拠点とする。 

 

（担当省庁） 

内閣府 

 

 

 

 



 

〔継続〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和２年度事業費 

（う ち 国 費） 

宜野座村ITオペレーションパーク機能

高度化事業 

（宜野座村） 

令和元年度 

～ 

令和２年度 

１６５百万円 

（１３２百万円） 

宜野座村ITオペレーションパークは、コールセンター及びデータセンター関連の企業

誘致を支援するための共同利用型の施設として、雇用の創出、人材育成、地域活性化を

目的に平成14年に整備された。 

スモールオフィスへの対応や共用スペースの業務環境整備により施設の利活用を図る

ことで、企業誘致を推進するとともに入居企業の継続入居を定着させ、北部地域の情報

通信産業の振興と雇用の拡大に取り組む。 

 

（担当省庁） 

内閣府 

 

〔継続〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和２年度事業費 

（う ち 国 費） 

ギンバル海岸周辺環境整備事業 

（金武町） 

令和元年度 

～ 

令和３年度 

１１６百万円 

（９３百万円） 

沖縄本島の東海岸は、元来自然や文化が豊かな地域であるが、ビーチリゾート等が乏

しいことなどから、西海岸と比較して観光地としての認知度が低く、観光客の来訪も少

ない。 

現在、金武町のギンバル海岸において進められている民間リゾートホテル誘致や県の

海浜整備とともに、海洋レジャー等を楽しめるよう周辺環境を整備し、東海岸の誘客拠

点を創出する。 

 

（担当省庁） 

内閣府 

 

 

 

 

 

 

 



テーマ： 定住条件の整備 

 

〔継続〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和２年度事業費 

（う ち 国 費） 

金武町多目的屋内運動場施設整備事業

（金武町） 

令和元年度 

～ 

令和３年度 

３２百万円 

（２６百万円） 

金武町ギンバル訓練場跡地に、天候の影響を受けない多目的屋内運動場を整備する。 

プロ野球等のキャンプ誘致やフットサル等の大規模な大会の誘致によるスポーツコン

ベンションの拠点、近隣の医療施設やホテルと連携したスポーツリハビリ・医療ツーリ

ズムの拠点として、北部地域のスポーツ振興、観光振興を図る。 

 

（担当省庁） 

スポーツ庁 

 

 



大宜味村

金武町

恩納村 宜野座村

伊江村

伊平屋村

令和２年度 北部振興事業（非公共）（５次配分）配分事業箇所位置図

伊是名村

東村

国頭村

名護市

本部町

今帰仁村

テーマ：定住条件の整備

〔継続〕

〔継続〕

事業主体：国頭村、今帰仁村、宜野座村、金武町

事 業 数：継続５事業

テーマ：産業振興のための整備

【金武町】 R1-R3（スポーツ庁）
金武町多目的屋内運動場施設整備事業

【今帰仁村】 H30-R2（内閣府）
本部半島・伊江島エリア観光促進事業（古宇利島観光拠点施設整備）

〔継続〕

〔継続〕

〔継続〕

【国頭村】 H29-R2（内閣府）
やんばる３村観光連携推進事業（東部周遊拠点施設整備）

【宜野座村】 R1-R2（内閣府）
宜野座村ITオペレーションパーク機能高度化事業

【金武町】 R1-R3（内閣府）
ギンバル海岸周辺環境整備事業
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